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抄  録  

この研究は，ヒノキとカラマツの木材基本性質（ⅠIltrinsicWoodPorperties）について，   

同…林分内におけるバラツキを明らかにすることが目的である．すなわち，両樹種の樹幹   

胸高部において，儲から5年輪間隔で，5年輪にまたがる谷横密度数を求めた．ヒノキでほ   

儲から5年輪目と15年輸軋 カラマツでは儲から5年輪巨ほ25年翰目で晩材仮道管薫の   

測定を行い，それらの樹機内でのバラツキを検討した．さらに，ヒノキについては縦圧縮   

試験を行い，縦圧縮に関する力学的性質のパラツキについての検討も行った．  

ヒノキとカラマツともに，容積密度数は樹幹半径方向の部位によって異なるが，その変   

動係数には横断面内の部位による著しい違いが認められず，樹幹横断面内の変動係数値に，   

両樹種ともに約7％の値を得た．  

胸高部位同一年輪で得られた個仲間の晩財仮道管長の変動係数には，ヒノキとカラマツ   

の両樹橙で年輪間に大きな速いは認められなかった．ヒノキでは6～8％の傾が得られ，カ   

ラマツでは7％の憾が得られた．  

基本性質間の相互関係では，客観密度数と晩材率との間に相関関係が認められるが，容   

稗密度数を管理する指様に晩材率を使うには，さらに詳細な検討が必要である．また，成   

熟材年翰幅は，客種密度数や仮道管長を推定する指標としては不適当かもしれない．  

ヒノキの圧縮に関する性質のバラツキ（変動係数）は，未成熟相即と成熟財部で大差な   

く，縦圧縮強さで9％，縦圧縮ヤング率で約26％の個を得た．なお，縦圧縮施さのバラツ   

キには，比盛（容積密度数）のバラツキが強く関与しており，その縦圧縮強さの管理指標   

に比蕊（容機密度数）が有効であることを認めた．  
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1． は じ め に  

森林資源の覇給事情から，高度で効率的な木材利用システム確立の必要性が高まってい  

る．すなわち，材木の育成にはじまり木材の利用までを，有機的に連携させた木材の生産  

管理システムを構築する必要性が指摘されている（塊，1986）（堤，1991）．木材が生物材  

料であ っても，他材料と親合しながらエ業的管理に適応していくためには，林業と木材工  

業とが連動された状態におき，木材が品質管理内に位置づけられる必要があろう．品質管  

理を推進するには，品質管理のなかでも最も盛宴なバラツキ管埋を確立させる必要があり，  

そのための基礎知識を樽なければならない．すなわち，機や品穏ごとの木材性質の平均値  

およびそのバラツキを十分把握し，さらにそのバラツキの原因を解析しながら，管理指棟  

を探りだし，バラツキ管理を実現しなければならない．   

ところで，ヒノキおよびカラマツは，スギと同様にわが国の代衆的な造林樹種であり，  

わが国林業の将来像に，大きな影響を持つ樹種である．   

ヒノキほ，材が古くから需要者に好まれてきたことから，その造林の歴史は古い．した  

がって，今までに，ヒノキ材に関する研究が行われ，多数の基礎資料が欝横されてきた．  

しかし，伝統的な木材刹囲に対応する資料が多いものの，新しい木材加工・処理と用途と  

に適合した材質評価を可能する情報は，極めて少ないといわざるえない．   

十私 カラマツは，北海遺，釆北，信州地方で造林されており，第二次世界大戦後の拡  

大造林期に，造林は著しく進展した．カラマツ造林は，その成長の早さから，坑木，土木  

用材，電柱等丸太としての利用が主目的であったが，今後は製材を中心とした工業材料を  

目指した造林が進められるであろう．そこでは，材質に関する研究成果がフィードバック  

されなければならず，木材工菜を盛祝した材質に関する研究が義賓となる．なお，北海道  

立林産試験場において評純な研究が推進されているが，材質に関する情報は十分得られて  

いるとはいえない状況である．   

以上のことを背黎に，この研究は，ヒノキとカラマツの木材基本性質について，平均値，  

とりわけ，そのバラツキに関する基礎的知識を得ることを馴勺にしている．すなわち，比  

較的環境条件が均一とみられる同山林分で生育した試験木について，容機密度数，晩材仮  

選管艮，および圧縮強さのバラツキを検討した．   

この研究を行うにあたり，九州大学盛挙部附属粕屋地方演習林および北海道地方演習林  

から，試験木の提供を受けた．ここに記して厚く謝意を発する．また，試験採取に協力し  

てコ薫いた演習林の職員の方々に，お礼を申し上げる．  

2． 実  験  

2．1．試験木  

（1圧ノキ材：九州大学粕屋演習林（福間県粕屋郡）の25年生林分，および福岡県爵穂郡  

の約20年生民有林分で，各林分から50本の試験木を選び，胸高直径を測定したのち伐倒  

した．各試験木の胸岡部位から10cm厚さの円板と50cm長さの丸太を採取し，以後の実  

験に供した．   
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（2）カラマツ材：九州大学北海道演習林（北海道足寄郡）の41年生林分から20本の試験  

木を選んだ．樹商および胸高渡径を測定したあと伐倒し，各試験木の胸商都位からヒノキ  

と同じように門板と丸太を採取し，以後の実験に供した．   

衆1に各試験木の樹高，胸高直径の平均値，標準偏差，変動係数を樹種，林分ごとに示  

している．   

なお，この研究で対象にしたヒノキおよびカラマツ試験木は，実生笛から育成されたも  

のである．  

衷1ヒノキおよびカラマツの言残験木数と樹商および胸蔵置径のバラツキ  

′ral〕1el NulⅥbel－S a11d vl・iatio11Sま11treeIleight a11dI〕．B．H．ofIliIlOlくia王1〔i  

lくaraまⅥatSLISaIl叩Ietrees．  

Kaま・alⅥatSu  

KallO（Nニ＝50） KasしIya（Nニニ50）  
1）．B．H．  D．B∴H．   

（clⅥ）  km）  

（N＝20）  

Neight: D．B．汀  
（m）  （c王11）  

MeaIl  13．4  23．1  23．8  

S．D．  1．2  1－9  3．1  3．6  

C礪Ⅴ．（％）  9．0  15．9  13．6  15．0   

S．D∴Sta11d去Ird deviation．  

C．Ⅴ∴Coefficent ofval－iation，  

N：Numberofsall叩】eTrees．  

2．2．容積密度数，平均年輪幅，および晩材仮道管長の測定  

10cm拶の円坂から，髄を頂点にした扇形試験片（中心角30¢）を切り出し，続いて髄か  

ら5年輪ごとに分割した．この5年輪を含む試験片の容積密度数，平均年輸幅，平均娩財  

率を測定した．なお，晩材率は万能投影機上で年輪内の色の濃淡を目視によって軍材と晩  

材に区分し，年輪幅と晩材幅から求めた．   

ヒノキでは儲から5年編目と15年輪冒，カラマツでは儲から5年輸冒と25年輪冒にお  

ける晩材仮道管英を，常法により測定した．なお，1年輪について50本の仮道管を測定し，  

平均値をもってその年輪の晩材仮道管畏とした．   

ここでは，ヒノキ材では，儲から川年輪目までを未成熟財部，それ以後を成熟財部，ま  

た，カラマツ材では，髄から15年輪冒までを未成熟材部，それ以降を成熟財部として実験  

をおこなった．  

2．3．縦圧縮試験片による実験   

50cm長丸太の未成熟材と成熟材の無欠点部分から，それぞれ1～数個の縦圧縮試験片  

用ブロックを切り出し，恒温恒湿嚢中で数週間調湿したのち，縦圧縮試験片（縦2cm，横  

2c王Ⅵ，長さ6cilつ）を製作し，さらに含水率調整を行った．試験片の気魔比遷を測定すると  

ともに縦圧縮試験を行い，縦圧縮ヤング率を求めた．なお，2個以上の試験甘がえられた試  

験木では，平均値をその試験木の値とした．   
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3． 結果と考察  

3．1．木材基本性質のバラツキ  

3．1．1容積密度数のバラツキ   

袈2には，ヒノキ樹幹の胸高部位で得られた容機密度数の平均値，標準偏差，変励係数  

を横断面内の部位ごとに示す．また同様に，カラマツの樹幹胸高部位で得られた結果を衆  

3に示す．ヒノキ樹幹横断面内では，容積密度数は髄付近で大きく，外方に向かうにつれて  

低下し，髄から10～15年輪目で山定の健になると報告（太軋1972）されているが，ここ  

でも同様の結果が得られ，1～5年輪部位の容積密度数は他の部位よりも大きな値を示し  

た．ヒノキに認められるこの傾向は，スギ品種にも周られる傾向（見尾ら，1985）（小田ら，  

1989）（古賀ら，1990）である．これにたいし，衆3によると，カラマツ樹幹横断面内では  

髄付近の容簡密度数が最も低く，その後，年輪番号が進むにつれて容積密度は高くなり，  

儲から16～20年輪冒の部位からあとで安産する傾向を示している．この傾向は，クロマツ  

（太田，1972），テーダマツ（Bendtsen，1978）ラジアタパイン（Cownetal，1980），そ  

衆2 同山林分で生育したヒノキの容機密度数のバラツキ  

Tal）1e2 王∋asicdeIISityvariationsattllel〕reaStlleig如＼Vithi王1aStandofhholくitl・ees，  

Ka】10StaIld  Iくasuyasta11d  

Mean  S．D．  C．Ⅴ．  MeaII  S．D．  
（1（g／m3） （1くg／m3）  （％）  （1くg／m3） （‡くg／m3）  

C．Ⅴ．  
（％）  

卜 5th  

6仙】Oth  

458  40．7  8，9  499  37．6  

513  33．9  8．2  453  35．6  

7．5  

7．9  

6．9  

7．1  

6．5  

11m15th  380  27．6  7．3  415  2S．8  
16th岬  398  28．4  

Cl・OSSSeCtioI1  406  30．1  7．4  d22  27．6  
ト5th：Firstto5tllal－nua＝由1gfrolⅥtllePith；6mlOth：6tiltOlOtllallnualringfromtilepith  

；1卜15th：1川1tO15than11uairingfrol¶thel〕itIl；16th血：16thtoouterlⅥOStri咽；Crosssectio11  

：Cross叫SeCtionalmeanbasicdensityatthebreastheightweightedbyvoILmle．  

S∴D∴StaIldard deviatiorl．  

C．Ⅴ∴Coeffice11t Ofval・iation．  

衷3 同一林分で生育したカラマツの容緻密度数のバラツキ  

Table3 B芸ISicdeIISitさ′Va】うaしio11attllel）reaStheiglltWithinasta】1d  

orl（al・anlatSu tl▼eeS．  

Mean  
（kg／m3）   

S．D，  C．Ⅴ．  
（1くgハ113）  （％）  

ト 5tl1  

6仙】鋸h  

lト15til  

16山20tl1  

2ト25ti1  

26血30th  

31th…  

3ii8 

392  

413  

447  

459  

451  

455  

31．2  8．7  

37．4  9．5  

31．7  7，7  

3D．7  6．9  

35．8  7．8  

31．9  7．1  

34．2  7．5  

30．0  7．n  Cross sectioT1  431  

ト5th，6－10th，‥・3川1岬】aIld Cl・OSS SeCtion：l・efer to table2．   
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の他多数のマツ偶の樹種に認められ，カラマツはいわゆるマツ型の変動を示す樹種である  

と判断される．   

容積密度数のパラツキの程度を表す変動係数について次の結果を待た．ヒノキ未成熟財  

部では，嘉穂産で8．2～8．9％，粕屋産で7．5～7．9％の條を，成熟財部では，嘉穂産で7．3％，  

柏屋魔で6．9～7．1％の値を得た．一方，カラマツでは，未成熟材部で7，7～9．5％，成熟財  

部で6．9～7．5％の値を得た．すなわち，容横密度数の平均値は，樹幹半径方向に推移する  

が，ヒノキとカラマツの両方における変動係数には樹幹横断面の各部位間に大きな澄を認  

めなかった．なお，横断面内の変動係数は，ヒノキで7．4％と6．5％であり，カラマツでは  

7％であった．   

ここで，ヒノキとカラマツのそれぞれで，樹種内での容礫密度数のバラツキをより深く  

理解するために，他樹種で得られている結果を参考値として述べれば次のとおりである．  

同一林分で生育したアヤスギ，クモトオシ，メアサ，ヤプクグリのスギ4品種で得られた  

品種内の変動係数は，3．3～5．9％の範囲に分布しているが，品種を考慮しない場合のスギ  

材のバラツキには，大きな健が得られている（古繁ら，1990）．小田ら（1989）は，同山林  

分で生育した25年生のヒゴメアサ，ホンスギ，アヤスギ，ヤブクグリのスギ4品種を対象  

に容機密度数の品機内バラツキを求め，その変動係数に5．9～8．8％を得ている．また，外  

国産樹種についての報菖では，種々の林分で生育したマツ属の…種で，11．3％の健を示し  

（Eguiluz－PiedraβgαJ，1984），種々の林分から収幾されたカナダ魔のトウヒ属，マツ属  

およびカラマツ偶の各樹種内の結果では，8．5～14．5％の億であるとされている（Singh，  

1987）．さらに，アメリカ慮マツ属とトウヒ儀で得られた結果（Koch，1972）から変動係数  

を算出すると，樹種内で8～12％の億となる．樹種および品種，産地，本数，測定方法など  

の条件が異なるので，これらの値を直接に比較することはできないが，生育の環境条件糞  

が小さいと見なされる一杯分内で生育するヒノキおよびカラマツでほ，容機密度数のバラ  

ツキが，他の針葉樹材に比べて，異常に大きいとはいえない．そのバラツキを変動係数で  

示すと，10％程度かそれ以下であり，スギ品種に比べてやや大きい．この実験的研究の結  

果では，林分数が限られており，さらに多くの林分について測定を行い，データを嘗模す  

る必要があろう．  

3．1．2．仮道管長のパラツキ   

衆4には，ヒノキについて，髄から5年翰目と15年輪冒における娩材仮道管長の平均値，  

標準偏差，変動係数を林分ごとに示す．また，カラマツで得られた儲から5年輪冒と25年  

輪冒における晩材仮道管長のバラツキを衆4に示している．ヒノキの変動係数は，未成熟  

財部である儲から5年輪冒で約8％，成熟財部である15年織目で5．7～7．7％を示し，横断  

面内の部位間に著しい差が認められなかった．一方，カラマツでは，髄から5年輪冒で6．  

6％，儲から25年輪冒も同様に6．6％の値を示した．ヒノキおよびカラマツともに，髄か  

らの年輪番号によって仮道管長の平均値に差を認めるが，変動係数には横断面内の部位問  

に著しい差が認められない．   

ところで，小関ら（1989）は，同山林分で生育したスギ品種の成熟材郡における晩材仮  

道管長のバラツキを求め，変動係数には晶機関と年輪間とで大差が認められないとし，そ  

の儀に219～6．2％を得ている．また，須藤（1969）が同山林分で生育したアカマツで得た   
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衆4 同…林分で生育したヒノキおよびカラマツの晩材仮道管長のバラツキ  

Tal）1e4 L…lt錯′00かtracheidlengtilValうatio11S Within a sta11d of  

ilinokiand ka】◆anlatSu．  

Speciesarld  
I－ingnし1111ber  

Mean  S．D．  C．Ⅴ．  

（mm）  （nlm）  （％）  

H拍olくi   

〔Kahoコ  

5th  

15th  

［K…lSuya〕  

5t王1   

】5th  

Kal・aIれatSu  

5th  

25tll  

1．83  0．14  7．9  

2．64  0．15  5．7  

l．77  0．14  8．3  

2．55  0．20  7．7  

2．88  0．19  6．6  

3．92  0．25  6．6  
5th：5t】1aIlIltlal】・ingfromthepith．  

15th：15tllaIlnuaIringfrolllthepitil．  

25tll：25thaIl11ua川ngfl・omtllel）ith．  

S∴打∴Standard deviation．  

C‘Ⅴ∴Coefficie11t Ofvariation．   

変動係数の平均値を求めると，成熟財部で約6％の健であった．これらの健とこの研究で得  

られた褒4の結果とを単純に対比すると，同一林分で生育したヒノキおよびカラマツの仮  

道管長の変動係数は，スギ品種の晩材仮道管長の変動係数値よりもやや大きく，アカマツ  

と同程度であった．仮道管養は木材性質の中でも濫費な指標であり，さらに多くの異なる  

林分についての結果を苗摂する必要があろう．  

3．1．3．容積密度数，仮道管長，娩材率と年輪幅の相互関係   

年輪構遷の蕊賓な指標である娩材率と密度との間に認められる正の高い相関関係につい  

ては，よく知られている（Trendele11burgg～α～，1955）．そこで，容横密度数と晩材率と  

の関係を，未成熟財部と成熟財部とに分けて，図1にはヒノキ，図2にはカラマツについ  

て示している．すなわち，未成熟財部および成熟財部ともに，ヒノキでは5％有潜水準で，  

カラマツで1％有意水準で正の相関関係が得られた．このことから，ヒノキおよびカラマツ  

の容機密度数のバラツキには，晩材率の影響を明らかに想定できる．ただし，両者の相関  

関係をもとに，晩材率を容礫密度数，あるいは容積密度数と密接な関係を持つ木材低質の  

相棒として用いるには，この研究のヒノキで十分な相関係数が得られていないように樹種  

の適いを考慮しなければならない．すなわち，年輪内構造が樹種によって異なり，ひいて  

は密度（比蕊）への晩材率の影響が樹種によって異なっている．カラマツのように早材か  

ら晩材への移行が急で，厚い細胞壁をもつ樹種の密度は，晩材率に大きく影響され，ヒノ  

キでは，単相から晩材への移行は緩やかであり，娩材率とともに早材細胞壁率すなわち早  

材密度の寄与も大きいとされる（久保，19S4）．したがって，ヒノキと同じような年輪構造  

をもつ樹種については，晩材率だけを指標とするのには無理があるのかもしれない．な玖  

この研究では，年輪内の色の淡淡によって早・娩材を区分して，晩材率を測定しているこ   
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とに少々の懸念をもっている．すなわち，いわゆる目視による測定であるので，測定値に  

バラツキを生じているのかもしれない．   

ところで，従来，年輪幅が密度（比盈）ひいては力学的性質と密接な関係にあるとされ，  

木材材質指標として用いられることが多かった．しかし，近年にいたって，年輪臓を指標  

とすることへの懸念（Harrisピ＝zg，1975）（橙ら，1989）が報告されるようになった．   

そこで，ヒノキとカラマツについて，容機密度数と年輪幅との関係の検討を試みた．人  

工造林木では，未成熟財部が広い年輪幅を持つことに由来する複雑な関係をさけるために，  

ここでは成熟財部を対象に考察を行った．ところで，図3には，容積密度数と年輪幅との  

関係が示されている．すなわち，両樹種ともに，有意離日関関係は認められない．前に述  

べたように容機密度数は腕材率との間に相関関係が認められたので，年輪幅と晩材率との  

関係を調べてみたところ，両樹櫻ともに明確な関係が得られなかった．そこで，さらに詳  

細な検討を加えるために，次の実験を行った．ヒノキから2本，カラマツから4本の試験  

木を遜んで成熟財部から5～6年輪を含むブロックを切り出し，個体内における容機密度数  

と年輪幅の関係について求め，図4に結果が示されている．ずなわち，個体内においても，  

年輪幅と容緻密度数との間に明確な相関関係は得られなかった．よって，この研究に用い  

た試験木では年輪幅の変動範周が小さいものの，両樹種ともに成熟財部で隠，年輪幅の容  

機密度数への影響は大きくなく，年輪幅で容機密度数を管理することが難しいことを示し  

ている．   
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同様に，図5には，年輪幅と晩材仮道管長との関係が示されている．すなわち，成熟財  

部においては，晩材仮道管長と年輪幅との閤に明確な相関関係が得られなかった．なお，  

形成層の偽検分裂頻度は形成層周囲長に，ひいては年輪幅に関係すると考えられている  

（Bannan，1967）．しかし，容緻密度数におけると同様に，年輪幅を材質管理の指梯とし  

て位置づけるのは難かしいことがわかった．  

3．2．圧縮に関するヒノキ材の力学的性質のパラツキ   

褒5には，補間鼎寡稚郡慮のヒノキ林分から得られた試験木について，縦圧縮に関する  

力学的性質の平均値，標準偏差，変動係数を，未成熟財部と成熟材部とに分けて示してい  

る．縦圧縮強さの変動係数は，未成熟財部と成熟財部との間に大差がなく，ともに9％の倦  

を示している．なお，衆には示していないが，福岡県粕屋郡魔のヒノキ林分から得られた  

試験木の成熟財部における縦圧縮の結果では，平均値441kgf／cm2で，変動係数7％を得て  

いる．縦圧縮ヤング率の平均値では，未成熟財部に対する成熟材郡の條は；約3倍にも達  

することを認めた．一方，縦圧縮ヤング率の変動係数は，未成熟財部で24．2％，成熟財部  

では26．8％が得られ，未成熟材と成熟材との間で著しい差はない．ただし，縦圧縮強さの  

パラツキに比べて圧縮ヤング率では極めて大きなバラツキを得たことに留意しなければな  

らないであろう．   

同一林分で生育したスギ4品種の圧縮に対する性質の変動係数では，縦圧縮強さで，約  

7～13％，縦圧縮ヤング率で，10．3～19，2％であったとされる（小‡ヨら，1989）．ところで，  

このスギ品種内の縦圧縮に対する性質のバラツキと衷5とを比べると，山林分内における  

ヒノキの縦圧縮強さのバラツキはスギ晶櫻と同程度であり，縦圧縮ヤング率のバラツキは，  

スギ品種よりもやや大きいようである．   

単位体横当りの細胞壁実質魔の指標として密度（比盛）ないしは容機密度数，細胞壁の  

質的指横であるミクロフィブリル傾角やセルロースの結晶化度などに木材の力学的性質が  

影響されると考えられている．縦圧縮に関する力学的性質すなわち縦圧縮強さと縦圧縮ヤ  

ング率のバラツキ管理について比盈と閑適づけて検討を加えた．   

成熟材における縦圧縮強さと比盛との関係が図6に示され，有意（1％水準）な正の相関  

関係が認められた．この関係から，縦圧縮強さのバラツキ管理の指標としては，木材基本  

性質の主要な指橡である比盈（あるいは容櫓密度数）が最も有効であることを確認できた．   

また，図7では，縦圧縮ヤング率と比蕊との関係を示すものの有意な相関関係が認めら  

れなかった．他方，太閤の報告（1972）ほ，縦圧縮ヤング率との間に，正の相関関係を認  

衷5 障卜林分で生育したヒノキの縦圧縮に対する性質のバラツキ  

Table5 Variationinlor唱itudinalcompl・essivepropertieswithinastandofhinolくi．  

ComI）reSSivestrer噌th  Your喝’smodtllus   

Meall  S．D，  C．Ⅴ．  Mearl  S．D．  C．Ⅴ．  

（1咽ぎ／clが）（1くが／cm2） （％） （×1031く離clⅥ2）（×10＝与kg軌m2） （％）  

Juvellile woo（1  454  41  9．0  41．5  10．0  24．2  

MatLlre WOOd  437  40  9．1  115．】 30．8  26．S  

Al1  443  4ユ  9．2  80．1  41．7  52－0  

S．D∴S仁a11dard deviation  

C．Ⅴ∴Coefficie‡1t Of val・iatio11   
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めている．すなわち，この不整合を解析するには，木材構造の質的因子も考慮して，さら  

に詳細な検討を必要とするのであろう．   

ところで，ヒノキ材の機械的応力等級区分法（MachineStressRating）による力学性評  

価を意識して，縦圧縮ヤング率によって縦圧縮強さの管理が可能か否かを検討した．すな  

わち，図8に示すように，無欠点の未成熟財部と成熟財部のそれぞれで，縦圧縮ヤング率  

と縦圧縮強さとの間に有意な相関関係が認められた．   
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お わ り に  

この研究では，ヒノキ材およびカラマツ材について，木材基本性質のバラツキに関する  

基礎的データを得ることを目的に実験的研究を行い，次のような結果を得た．  

1）ヒノキ材とカラマツ材の両方で，容積密度数は樹幹半径方向の部位によって異なるが，  

変動係数は横断面内の部位間に著しい適いを認めなかった．なお，樹幹横断面内の変動係  

数は，両樹種とも約7％の儀を得た．  

2）両樹種ともに，胸高部位同一年輪内における個体間の晩材仮道管長の変動係数は，年輪  

間に大きな適いを認めなかった．その儀は，ヒノキで6～8％を示し，カラマツで7％を示  

した．  

3）基本性質間の相互関係について検討したところ，容積感度数と晩材率との間に相関瀾係  

が認められた．しかし，容積密度数を管理する指棟として晩材率を使用するには，さらに  

検討を要することがわかった．また，成熟材年輪幅は，密度や仮道管長の管理指標として  

有効でないことがわかった．  

4）ヒノキの圧縮に関する力学的性質の変動係数は，未成熟財部と成熟材で大差なく，縦圧  

縮強さで9％，縦圧縮ヤング率で約26％の儀を示した．縦圧縮強さに比べて，縦圧縮ヤン  

グ率でのバラツキが大きかった．  

5）縦圧縮強さのパラツキには，比盈のバラツキが大きく影響しており，その縦圧縮強 

管理指標に比盈（あるいは容礫密度数）が有効であることを認めた．未成熟材と成熟材の  

それぞれで，縦圧縮ヤング率と縦圧縮強さとの間に有意な相関関係が認められた．   

ところで，無機物質とは異なり，生物から生産される材料のバラツキ管理には，環境因  

子，適伝因子が木材の性質に及ぼす影響を考慮せずに推進することばできない．外国産樹  

種では，木材の基本性質の指標である容横密度数，仮道管遇および晩材率の適伝挙が高い  

ことが明らかになっている（Zobe王♂～αJ，1989）．また，栄養繁殖されたスギ品種に関する  

山連の研究から（小田ら，1989）（埋ら，1989）（古繁ら，1990），スギ材のバラツキは晶穫   
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の混在にあり，遺伝性を無視できないことが明らかになってきている．今後，ヒノキ材と  

カラマツ材について，木材基本性質に関与する要因に閑適するデータの詔機を行い，解析  

していく必要があろう．  
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Summary 

Bull. Kyushu Univ. For. 66. 1992 

The  purpose of this stucly is to clarify the variation of the instrinsic wood properties and mechani- 

cal properties among hiliolti (Clfanzaecypa7,is oDfz[sa) trees and Iraramatsu (La?-in lef)fole/)is) trees within 

a stand. 

Fifty liinoki trees from 25- and 20-year-old stands, and twenty karamatsu trees front a 41-year- 

old stand were obtained a s  test trees. The breast height diameter and the tree height o l  sample trees 

were measured ancl then two disks of 1Ocm and 50cn1 thicli were taken from the breast height of 

sample trees. The lOcm thiclr disks were used for measureing basic density, tracheid length, growth 

ring width and la te~iood percentage. The 50cm thick dislis froin hinoki trees were used for compres- 

sive test parallel to  tlie grain. 

The results of this study were summarized as  follows ; 

l) The basic density properties of hinoki- ancl Itaramatsu-wood were not uniform from the pith 

outward a t  a given stem. The basic density decreased outward from the pith for hinoki-wood and 

increased outward from the pith for Iiaramatsu-wood. The  differences in the coefficients of variation 

in the basic density for juveile and mature wood were riot so large in hinolti and Iraramatsu. Their 

values were about 7% a t  a given stem level for hinoki- and Iiaramatsu-wood, 

2) In hinoki- and karamatsu-wood, no remarkable differences in tile latewood-tracheid length 

variation were found between annual rings lrom the pith. The  coefficients of variation in tracheid 

length among hinolii trees within a stand were 6% a t  t l ~ e  5th annual ring and were G to 8% a t  the 15th 

annual ring from the pith. Among karamatsu trees, they were 7% a t  5th and 25111 annual rings from 

the pith. 

3) There were statistically significant relationshil~s between tlie basic density and the latewood 

percentage of hinolri- and karamatsu-wood. The  growth ring width of mature wood were not valid 

a s  a wood quality index. 

4) The  coefficients of variation in the compressive strength and the Young's modult~s parallel to the 

grain among hinalri trees were 9% and 26%, respectively. The  Young's moclulus variation was 

greater than Llie compressive strength variation. 

5) The compressive strength variation was inainlp affected by the differences in specific gravity 

among trees. The  sepcific gravity (basic density) was useful a s  a quality index to  estin~ate the 

compressive strength. The  cornpressive strengths were highly correlated with Young's modulus in 

juvenile and mature wood, resi~ectively. 




